
日程 講師

Ｉ 基本知識編

・講義：基礎的講
義

（１８０分）

主な内容

Ⅱ
対応力向上編

・講義：認知症
（１５０分）

Ⅱ
対応力向上編

・講義：せん妄
（６０分）

・講義：地域連携
（１２０分）

・演習：事例検討
（１５０分）

平成２８年
１２月１１日
（日）

１０：００～
１６：３０

受付
９：３０～

Ⅲ
マネジメント編

・講義：マネジメン
ト

（９０分）
・スタッフ教育
（９０分）

・ＧＷ：自施設の確
認

（１２０分）
・ＧＷ：今後の計画

策定
（１２０分）

主な内容

平成２８年
１２月１８日
（日）
９：００～
１７：００

受付
８：３０～

鈴鹿厚生病院
地域支援室室長
倉田 隆明 氏

主な内容

平成２８年
１１月２３日
（水・祝）
１０：００～
１６：３０

受付
９：３０～

・認知症に関する事例の収集、フィードバックする体制
・病棟内、部門内での情報共有、人員の配置
・コンサルテーション体制（院内・地域内での専門家への
アクセスの確保）
・標準的な対応手順・マニュアルの検討整備（認知症の
療養・退院支援、行動・心理症状、せん妄）
・施設内での目標設定・研修計画立案、教育技法
・自施設での研修を実施する上でのポイント、教育の要
点の伝達
・（演習）自施設の現状の検討、振り返り
・（演習）自施設内でのマネジメント体制の検討、研修企
画立案

研修内容

・急性期治療病棟での認知症の現状、認知症の病態、
症状
・せん妄の基本的な知識、予防、発見、対応
・認知機能障害に配慮した身体管理
・認知機能障害に配慮したコミュニケーションの基本
・情報共有、退院調整、身体拘束、治療同意についての
基本的な知識
・管理者による取組の重要性
・認知症に特有な倫理的課題と意思決定支援

・せん妄の病態、診断・同定、認知症との鑑別
・せん妄の対策（予防及び早期発見・早期対応）
・退院調整での課題（特に再入院や緊急入院を防ぐた
めのコーディネート）
・地域連携（在宅医療、地域包括ケアの知識、退院時の
情報提供、介護施設との連携）
・（演習）看護計画立案を通じた事例検討

・認知症患者の身体管理
・一般病棟に求められる役割
・認知症患者の世界観の理解、中核症状の理解、基本
的な評価方法（アセスメント）
・認知症の疾病経過の理解と疾病段階を踏まえた看
護・支援のあり方
・認知症を疑った場合の初期対応として実践すべき看
護、初期集中支援
チームや病棟内での情報共有、部門間での情報共有
・行動・心理症状（ＢＰＳＤ）の予防と病棟での環境整備
・行動・心理症状（ＢＰＳＤ）の理解とアセスメント、看護
方法

会場：三重県庁講堂（津市広明町１３番地）

平成２８年度三重県看護職員認知症対応力向上研修カリキュラム


